






目的:母体搬送の増加によって、NICU では極小未熟児の病床占有率が増加し、病床利用率

は常に 100%を越えている。一方、小児病棟は小児人口の減少や疾病の軽症化あるいは季

節的な変動によって、病床利用率を一律に上げるのは困難な状況にある。そこで、NICU、

小児病棟を併せ持つ総合病院における両病床の有効利用のための方策について検討した。


